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アジア・太平洋研究センター主催，外国語学部アジア学科共
催講演会
日　時：2018 年 10 月 17 日（水）
場　所：Q棟 5階　 51，52 会議室
テーマ：ジャカルタの治水史 17 ～ 20C―地形と水系から考える―
報告者：笹本　浩子（ジャパンインターナショナル総合研究所嘱託）
　インドネシア共和国の首都ジャカルタにおける治水の歴史を，17 世紀前半のオラ
ンダ東インド会社統治時代からオランダ植民地統治が終焉を迎えた 20 世紀半ばまで
を中心に解説し，さらにインドネシア独立後についても概観した。近年，大規模な洪
水の頻発で知られているジャカルタであるが，固有の地形および水文環境の特徴がオ
ランダとインドネシアでは異なることを踏まえて治水史を見通すことで，「水」とつ
ながりを持ったジャカルタの空間的な変遷を理解し，土地利用も含めた保水や遊水の
発想を再考してもらうことを狙いとした。
　オランダは構造平野の巨大なデルタ地帯に位置し，年間降水量は約 900 ㎜で，主に
冬季の高潮の脅威から土地を守るための工夫を凝らしている。これに対し，インドネ
シアは日本と同じ「アジアモンスーン造山帯」に位置し，ジャカルタでは年間降水量
約 1,800 ㎜で 1～ 3月に降雨が多く，大雨による外水氾濫および内水氾濫に見舞われ
ることが多い。ジャカルタ北部の沿岸部は低平なデルタであるが，都心から南には扇
状地の緩やかな上り勾配となる。扇頂に位置するボゴールは 2,000 ～ 3,000m級の火
山の麓でもあり，年間降水量 4,000 ㎜にも達し，ボゴールから流下する川がジャカル
タ中心部を縦断している。また，近年は，沿岸部の地盤沈下による高潮洪水も起きて
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いる。
　 17 世紀前半から 18 世紀末までは，オランダ東インド会社がアジアでの中心拠点と
して優美な都市バタヴィア（現在のジャカルタ）を築き，オランダ風の水路網をデル
タに巡らせ，扇状地から流下する水を水路に貯水し，水位を確保して舟運を維持して
いた。しかし，徐々に洪水と水路への堆砂の悪循環に陥り，「東洋の墓場」と言われ
るほどに衛生環境が悪化した。
　 19 世紀初頭からバタヴィアは，扇状地端部に新市街地が築かれ，オランダ植民地
政府の中心都市として 20 世紀半ばまで機能した。19 世紀後半から後背地の人口が増
え，並行して灌漑，鉄道，市内軌道，港湾，上水道などのインフラ整備が進んだが，
1872 年の大洪水以降，水害が頻発するようになった。1880 年代に 2つの放水路を建
設するも，洪水は断続して発生した。20 世紀初頭からは都市域の人口が急増し，疫
病により死亡する住民が増加した。1905 年に発足したバタヴィア市政府の下，工学
技術の進展を背景に公共事業省のエンジニアを中心に，排水を整備・管理する衛生改
善や放水路の拡張などの「水環境改善計画」が立てられ，実行に移された。
　 20 世紀半ばのインドネシア独立以降，ジャカルタ中心部をオランダ語で干拓地を
意味する「ポルダー」という排水区域に分け，区域ごとに貯水池に内水を集めてポン
プで排水し，中心部より上流側には新たな放水路を建設する治水計画が実行されてい
る。また，頻発する大規模洪水を受けて，上流地域で灌漑用に点在する溜め池を，保
水や遊水，地下水涵養の機能を維持するために保存活用する動きが始まり，新たな都
市の親水空間としても注目されている。
（文責：笹本　浩子，間瀬　朋子）
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